
自由診療           2025.9月改定 

＜健康診断について＞ 

・健康診断は随時行っております。ご希望の方はお気軽にお問い合わせ下さい。 

・企業健診も対応しております。お電話にてご相談ください。 

・当院での健診料金は保険診療点数に準じて行っております。（診療報酬改定により費用は

変動する事がございます） 

・個人健診一般（胸部 X線、心電図、血液検査、尿検査、視力、聴力）を行った場合は、 

12.000円前後となります。（項目により変動あり） 

・健診項目によりますがお渡しまでに数日かかりますので、余裕を持っての予約をお願い致

します。 

・受診当日は健診項目の分かる書類を必ずお持ち下さい。 

※検査項目、採血項目について「どの項目を検査すれば良いか？」とよく質問がありますが雇い入

れ健診や定期検診は事業所（職場）の責任で行うものであり当院ではお答えする事ができません。

職場にお尋ねください。 

 

●各項目の金額目安 

診察料（初診料）（身長、体重、血圧、書類作成） 3100円 

尿検査 260円 

胸部 X線 2100円 

心電図 1300円 

聴力検査（オージオ） 400円 

視力検査 690円 

血液検査（生化学・貧血） 4330円 

血液検査（上記+HbA1c） 4820円 

腫瘍マーカー 

 

CEA  990 円 

CA19-9 1210円 

PSA  1210円 

腹部エコー 5300円 

 



便ヒトヘモグロビン（2回） 1080円 

骨塩定量（上腕） 1400円 

CAVI（血管年齢測定） 1000円 

胃内視鏡検査+病理診断 11400 円+9900 円 

 

 

＜その他の治療＞ 

 

① 薄毛治療：当院では男性ホルモン型脱毛症（男性型脱毛症：AGA）に対し、 

内服治療を行っています。男性型脱毛症とは、成人男性特有の進行性の脱毛症で、

生え際や頭頂部の毛髪が薄くなったりするのが特徴で、遺伝や男性ホルモンの 

影響が主な原因だと言われています。 

特に 20代以降の男性に多く見られ、日本人男性の 3人に 1人が AGAだと言われて

います。AGAは治療せずに放置すると進行していきますので、早めの治療が大切で

す。フィナステリドは、テストステロンと酵素の結合を防止して、テストステロン

より作用の強いジヒドロテストステロン（DHT）になることを抑制することで、主

に脱毛を予防し、次第に毛周期を整えることで育毛の効果があります。 

当院では 1回の受診で 1～2 ヶ月分のフィナステリドを院内処方します。 

（1ヶ月分 約 6500円） 

なお国内では、外用としてミノキシジル（1％と 5％）などが販売されており、フィ

ナス 









帯状疱疹のワクチンは2種類あります。

ワクチンの種類 弱毒生ワクチン 不活化ワクチン

接種回数 1回（皮下） 2 回（筋注）

2 (~6) か月間隔

副反応 局所反応•発熱が 1~3 % 筋肉痛・頭痛・倦怠感など 30~

40% 

費用 7700 円 2 2 0 0 0 円X 2 

注射できない方 ①発熱や急性疾患にり患している方

②本剤 の成分に強いアレルギー症状のある方

③妊娠している方

④免疫抑制剤（ステロイドな

ど）使用中のかた。

⑤明らかに免疫が低下して

いる方

まとめ 費用は高い。副反応はやや多い

が、重篤なものではない。 

費用は安いが、発症

予防の効果はやや低

い。副反応は軽い。 

大人の定期接種の肺炎球菌ワクチン(6 5歳から）について

成人の定期接種の肺炎球菌ワクチンには 2 3 価ワクチンがあり、 1回は補助金が出ですの

で3000 円で接種できます。 有効期間が 5年とされているので、 5年経過した人は自費で

追加接種される方も多いと思います。 小児で使用している 15 価ワクチンは大人にも使用





大人の RS ウィルスワクチンについて

RSウイルス(respiratory syncytial virus、 RSV)は、 主に乳幼児に多く見られる急性

呼吸器感染症の原因として有名なウイルスです。 生後 1 歳までに半数以上、 2 歳までにほ

ぼ 100％の子供が少なくとも 1 度は感染するとされています。 大人でも感染しますが、 通

常は品水、 のどの痛みなど上気道症状にとどまり重症化は稀です。 しかし高齢となり (6

0歳以上）で基礎疾患（喘息 C O P D、 うっ血性心不全、 冠動脈疾患、 糖尿病）がある

と肺炎や、 基礎疾患の悪化から入院が必要となるケ ースがあります。

グラク ‘ノスミスクラインのRSウィルスj p (https://rsvirus.jp/)に我が国でのRS患者

の推計の患者数が以下に示されていますが、 意外と患者数は多いようです。

60歳以上の成人の場合：

～約70万件が発症

～約63,000件が入院

～約4,500例が死亡

基礎疾患※のある人は、その基礎疾患※のない人に比べて、RSウイルス感染症の入

院率比が高いことが報告されています％ （米国成人のデータ）

喘息のある方 約 2.0~3. 6 倍

冠動脈疾患のある方 約 3.7~7. 0 倍

糖尿病のある方 約 2.4~1 1. 4 倍

COPDのある方 約 3.2~1 3. 4 倍

うっ血性心不全のある方 約 4.0~3 3. 2 倍

そこで6 0歳以上で基礎疾患のある方のためにRSワクチンは開発されました。

このワクチンは不活化ワクチンですが、 抗原RSVPreF 3とアジュバントとから構成されて

おり、 液性免疫だけでなく、 細胞性免疫まで誘導することが期待できます。 

主な副反応(1 0％以上）は疼痛、 頭痛、 筋肉痛、 関節痛、 疲労でした。
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